平成26年11月14日実施　京都市立七条中学校道徳教育研究発表会
「アンケート集」

ご参加いただきました皆様へ

　お忙しい中を本校の道徳教育研究発表会にご参加いただきまして，誠に有難うございました。また，当日のアンケートにご意見・ご感想をお寄せいただきまして，厚く御礼申し上げます。一部個人名等の修正を加えさせていただいておりますが，ほぼそのまま掲載いたします。

◇授業参観について

・ＨＥＲＯのドラマから道徳教育の授業に入っていくおもしろい展開に，とても興味を持ちました。子ども達も真剣にテレビを見て，ワークシートに自分の思いをスラスラ書いていたと思います。

・生徒たちから中心発問に対して多くの意見が出て良かった。資料視聴も長かったがよく集中して，よく考えられていたと思う。

・「ＨＥＲＯ」というドラマを教材に授業されるということで，大変興味をもちました。実際の映像を編集して使っておられ，生徒達も大変見入っていたように思います。中には理解するのにやや難しいかなと思う言葉もありましたが，よく考えており良い言葉が，発言の中にありました。全体で交流したり話し合ったりする姿も見てみたいと感じました。ありがとうございました。

・題材がドラマだったので，私自身どんな授業をされるのか，とても楽しみでした。子ども達も興味を持って，楽しみにしていただろうと思います。登場人物や場面の状況など，整理して説明されたので，わかりやすく考えやすかったと思いました。ただ，ＶＴＲを観ている時間が長かったので，場面をしぼって，もっと子ども達が意見の交流をし，登場人物の思いに迫れるようにしてもよかったのでは・・・と感じました。

・誠実な行動を項目とし，「ＨＥＲＯ」を題材として扱われており，新しい題材に取り組んでおられたことに感銘しました。発問３の「何に対して，ありがとうなのか？」というものに対して，生徒の方から「人としてどうか，気づかせてくれて」という応えが返ってきており，道徳性を育むといった点でも，道徳的判断を与えることができていたのではないかと感じました。

・人として，とても大切な内容が含まれた題材・教材を選ばれており，スムーズに授業に入れていたと思います。資料は少し長かったように思いますが，全体の意図を感じさせるためにはやむを得なかったのかもしれません。補助的発問を少し入れるとさらに活発な発言を引き出せたのかと思います。

・ＴＶドラマを教材として使うことで，生徒たちが集中して授業を受けていました。内容に関しては「誠実な行動」ということで，ドラマのワンシーンを使うことで「いけないことをしたらあやまる」という単純ではあるが，とても大切なことを取り上げていたと思う。ワークシートの内容は，あまり見ていませんが，きっと生徒たちが感じとったものがあると思います。

・ドラマを実際に見ていたのでとても楽しめたし，よく考えられたが，「ＨＥＲＯ」を知っている生徒と今日がはじめての生徒との違いがあったのかは興味があるところです。「あえてまとめをしない」というのは斬新でした。

・導入場面と映像場面のみしか参観できませんでしたが，生徒の興味があり，生活に近い映像であったと思います。先生の声がもう少し大きい方が良いと感じました。

・今までは副読本を使われた道徳を参観させていただく機会はありましたが，本日参観させていただいたような道徳は初めてでした。生徒たちの生き生きした姿を見て私自身も生徒たちとこんな道徳の時間を過ごしたいと思いました。

・教員がどのような意図を持って１年生の道徳を企画し，指導に当たっているかを見学しておりました。各時間には教育目標を設定して，それに合わせて教師の発言を変えていくのかと考えておりました。題材も生徒が引き込まれ，真剣に見ている姿が印象的でした。

・人気テレビドラマを資料とすることで，子ども達は意欲的に学習に向かうことができたと思います。最後まで気持ちを切らさず，考えることができていたと思います。ただ，３つの発問がありましたが，それらの発問の意図が見えにくく，それぞれの発問のつながりが感じられなかったのが残念でした。今日の授業，発問の流れでねらいが達成できていたのかどうか疑問です。また，子ども達の発言が片言で終わっているものが多いように思いましたが，理由や根拠などもっと話をさせる場面をつくる必要があると思います。そうでなければ，意見の交流による考えの深まりや広がりが望めないように思います。

・少しビデオが長い気もしましたが，生徒が集中していたので，考えることが出来たのではないかと思います。身近なドラマが教材になっていることで生徒も興味･関心を持ち，授業に取り組むことができたと思います。机間指導での指導中に共有すべき話はすぐに対応するなど，生徒への対応が迅速かつ丁寧であることに感動を覚えました。貴重な授業を見学させていただきありがとうございました。

・今回の授業では「ＨＥＲＯ」というドラマをもとに道徳を行っており，子どもにとっても非常に学習に入りやすかったように思いました。また，映像という子どもに強い印象や視線を集めやすく，子どもの考えを深めさせるものになったように感じました。授業全体に関しても子どもに他の人の意見をメモさせながら話を聞かせており，生徒の授業理解を強めている印象が見られ，子どもの考えを広げることにも繋がる授業だと思いました。

・話し合いが道徳の時間を深めるうえで大切な要素であると考えます。中学生の発言が出にくい実態があるのかもしれませんが，教師対子どもの一問一答形式では話し合いが不十分ではないかと思います。言いかえれば，子どもが自分から発言しなくても教師が話してくれて授業が進むようでは，発言が出にくいのかもしれません。教科学習全体を通して話す力を育てていきたいです。

・主に１－１，１－２を見せていただきました。思ったことを書かせていただきます。１－１，資料が長く，子どもがじっくり考える時間や交流する時間が少なかったと思います。映像をあれだけ上手にまとめられているのでもう少し短くしてもよかったと思います。感想（ふり返り）は授業後書くべきで，時間オーバーしても書かせて集める方がいいと思います。家だと授業とは雰囲気がちがうし（価値が共有できない），忘れる子や適当に書く子もいるのでは？１－２，グループの話し合いが良かったです。出た意見のキーワードだけでも板書に残した方がよいと思います。１－１，１－２共通して，子どもの意見が単語が多くて気になりました。そう思った理由を話したり聞いたりすることが道徳的価値への深まりにつながると思います。相手（友達）を意識した話し方が大事ですね。先生と１対１になっていたのが残念。授業の終わりの説話はあった方がいいと思います。

・６年時の生徒を知っているので，大変だなあっと思いながら，見せて頂きました。なかなか手を上げて発言するというのが，周囲の大人がいる緊張感のせいか，難しいのかなっと思いました。そんな中でも，静かに話を聞き，集中している姿をみると，中学生になったのだなっと思いました。

・落ち着いた雰囲気の中で授業がすすんでいた。ビデオをただ確認するのではなく，途中で止めて伝えたい内容を生徒に確認するなど，ていねいに担任の先生がすすめられているのが印象に残った。板書もていねいで，生徒の意見をていねいにひろいあげておられた。黒板の掲示物と板書とのバランスもよく見やすかった。

・１年2組の先生ありがとうございました。あきらめないで・・・ではなく，あきらめたことをあきらめないでというのが深いと思いました。環境や境遇，金銭，身体，等々何かのせいにしてあきらめてしまってやめてしまうことの方が人生には多いと思います。本当にしたいことなら，そこから考えて工夫できるよというメッセージをいただいた気がします。

・本時の目標が書かれているのが，とてもよかったと思います。また，発問は黒板に貼りだされていたので子どもにはとてもわかりやすいと感じました。

・ビデオでの内容は，子どもから大人になるまでの話でもなく，どんな人たちにとっても当てはまる内容だったと思います。身体が不自由になっても，不幸になるわけでもなく，「あきらめない気持ち」を持てば，幸せに生きていけるようにも感じられました。思い通りに行かないときもあるが，その場の対応力をしっかり持てば，第二の生活が持つことが出来るので子ども達にも分かってもらえるようなシンプルでわかりやすい授業でした。

・申し訳ありません。授業の途中からの参観になり，いろいろなクラスを見せていただきました。教材を工夫されたり，板書を整理してネームカードを貼る活動があったり，ていねいな取り組みをされていました。「ＮＨＫ ｆｏｒ ｓｃｈｏｏｌ」を私ももっと活用して道徳の時間にとり入れて行きたいと思います。ありがとうございました。

・先生が机間巡視されながら音読され，とても聞きやすかったです。発問も教室のテレビに映るのは，とても良い提示の仕方だと思いました。

・全体的な感想になるかもしれませんが，「道徳を日常的，断続的にやりこんでいる」感を感じました。授業の冒頭で少し「元気だな」と感じ，１時間の中で，どのような変化・姿を見せるのかと思いましたが，授業の進行に従って，資料に目と思考をしっかりと向け，自分の考えや思いをめぐらせていたように思います。他のクラスも同様に，授業の発問に真剣に応えようとしている姿が印象的でした。

・自由な生徒の発言を活かして，上手く教材を展開されていたと思います。また，生徒になじみのないラジオについて，しっかりと興味を引きつける点が導入にあったところも見習うべきだと感じました。主人公が同年代であることから，中々自ら意見を述べようとしない子が大半だったので，その支援や発問への手立てに，もう少し工夫が必要だとも感じました。

・生徒の意見を最後まで聞いていらっしゃったので，とても良いと思いました。また，プリント→教科書にしたことによって，最後の伊藤くんの罪悪感を強調することができていたと思います。授業開始時には笑ったり，冗談を言っていたりして，道徳をやりにくい雰囲気なのかな・・・と思っていましたが，最後には生徒が深く考えられていて良い授業を見させて頂けたと思います。本当にありがとうございました。先輩のようになれるよう頑張ります。

・２年２組の先生と生徒のみなさんの笑顔が印象的な授業でした。先生の発問がわかりやすく，できるだけ多くの生徒に発言させようと工夫している様子が伝わってきました。実際のラジオを聞かせるという導入がすばらしく，今後参考にさせていただきたいと思います。非常に恐縮ではありますが，少し気になった点を一点書かせていただきます。ワークシートに自分の考えを書いた時間が多かったですが，「Ｑ１」「Ｑ２」という表記のみで，どんなことを考えればよいのかが，分からなくなりそうでした。テレビに書いてあった部分もありますが，ふり返りをしたときにわかりやすくするため，問いの文を書いておくとさらに良いと思います。

・生徒が積極的に発言，活動している姿を見させて頂いて，担任の先生の普段からのクラスづくりがが奏功していると感じました。生徒の気持ちを丁寧に受け止めておられて，そのことがまた生徒の学習意欲を高めているのだと思いました。時間的なことがあったと思いますが，最後の先生の言葉で終わられたので，結末を示す前に生徒に予想（考え）させた上でまとめさせても良かったのではと思いました。

・大変ていねいな授業で子どもたちも楽しく考えていたように思います。「軽率な行動で後悔した経験」を思い出すことでまとめていかれましたが，自然な流れであったと思います。資料のお話の中には，たくさんの価値があります。中心価値（主題）内容項目にしぼることに無理があるように考えます。責任感に無理と結びつけていないのが，良かったと思います。

・自主的に発言する生徒も多く，学級のあり方として非常に良いと感じました。日頃からの学級経営や小中連携の成果ではないかと思いました。全員のネームカードを使い，発言していない生徒からも意見をすいあげ，全員を教材に引きこんでいられたのが非常によかったと思います。

・生徒が明るく，積極的に意見を出しており，とてもよい雰囲気の学級であったと感じた。内容は生徒にあまり馴染みのないラジオのリクエストに関するものであったが，写真や実際のラジオを聴かせることで，興味を持ち主人公の気持ちになって考えられていたと思う。この教材から生徒に何を伝えたいのかという部分が，時間の関係もあり薄くなってしまっていたと思った。まとめのところにもしっかり時間をかけられるとよりよくなると思う。

・クラスの雰囲気がとてもよく，授業が始まる前から仲のよいクラスだなと思いました。授業の流れがとてもスムーズでＱ１～Ｑ３まで伊藤君の気持ちの変化がわかりやすかったです。まとめの部分が，言いたいことは分かるのですが，少しあやふやになっていたような気がしました。勉強になりました。ありがとうございました。

・指導案と違った展開になったが，授業は生き物というものであるよう思う。それはそれでよい。

・学校の雰囲気が良く，様々な意見が挙げられていた。また，教師の明るい笑顔・声に魅きつけられ，児童は教師が発言する際に，皆は顔をしっかりとあげ真剣に聞いていた。その中で，「信頼関係」を感じた。

・授業お疲れ様でした。担任（授業者）と生徒の良好な人間関係を感じる授業でした。とてもさわやかな温かい雰囲気のある感じが余韻として残り，心地よかったです。ありがとうございました。授業内容に関しては発問３まではとてもいい流れだったように思いましたが，それ以降の部分でチェトリくんと吉田さんがそれぞれどのようなものを持った人間なのかとういところが少し生徒たちの中で整理されていなかったように感じられ，そこが少し残念でした。

・導入の時に，ネパールの写真を提示したことで，子ども達が，教材に興味を持って取り組むことができたのだと思いました。また，先生がテンポよく，はきはき話されていたので，何を問われているのかが，とても分かりやすかったです。今日は本当にありがとうございました。

・生徒の姿勢に感動します。日頃，日常から道徳な教育･関わりを持たれていることがよく伝わってきました。先生の人柄や七条中学校全体の方向性が生徒を導いているのだと感じました。たくさん参考にさせていただきたいと思います。ありがとうございました。

・指導者の先生の生き生きとした授業展開で，生徒達も伸び伸びと意見発表していました。ワークシートに記入する時間も豊富にとり，生徒もしっかりと記入していたと思います。本時を迎えるまでの色々なお取り組みが多々おありだったと思います。大変にお疲れさまでした。

・ねらいにせまるための発問があったか，どの発問が主発問であったか，わかりにくかった様に思います。資料の中にいろんな要素がある中で，どこに注目しているのかが難しく，話が広がりすぎて気になりました。資料のネパールのビールはおもしろい話であったと思いました。子ども達が一生懸命話をしている態度面はとてもよいと思いました。また，いろいろ話せる雰囲気をつくっておられていいなあと思いました。

・大変落ちついて授業を進められており，先生と生徒の信頼関係の良さを感じました。一つの質問に書く時間を十分とられ，生徒もよく記入していたと思います。一人一人の発言を大切にされて，大変よい授業だったと思います。

・自分の意見を挙手してみんなに伝えようとしている子が多かった。先生がどの意見も大事にしていた。最後のまとめ？投げかけ？がちょっとわかりにくかった。

・まず，指導者と生徒との温かな関係があり良かったです。チェトリくんの思いと吉田さんの思いに寄り添っている生徒の姿がしっかりありました。ただ，その意見や生徒の思いを生徒同士で交流してもよかったのではないかと思いました。また，指導案にある通り，ネームカードでの意思表示も見てみたかったですし，そのあと，私たちの道徳の詩を生徒に見せて，じっくり考えを深めてほしかったです。とはいえ，指導者が，生徒ひとりひとりの心の声を知るために，教室を歩いて回っている姿が印象的でした。そして，生徒がよく考えていました。お疲れさまでした。

・研究授業ご苦労様でした。色々なことを勉強させていただき，ありがとうございました。先生と生徒さんたちの関係がとてもよくできていると思いました。日々の学級経営や指導から信頼関係を構築することの大切さを実感しました。授業について，先生の資料の読み方は生徒を引き込んでいくものでした。また，机間指導も子ども一人一人と対話されている姿が印象的でした。ぜひ，生徒さんたちの感想を読んでみたいです。最後に私がこれから道徳の授業を考えていく上で，改めて悩んでいかねばならぬと感じたことを２点挙げます。

1 教材研究の大切さ（何が中心発問か，伝えたいのか）

2 資料提示の手法（展開が分からない方が様々な考えが出るかもしれない（ｅｘ）発問「～②　　まで」）"

・こんなに落ち着いた中学校の授業参観させていただいたのは初めてでした。担任の先生の話し方，表情がとてもすてきで道徳の学習を居心地よく進めることができる雰囲気をふだんからつくってこられているんだなぁと感じました。資料のネパールのビールのお話のよさと丁寧に進められている先生のよさが合わさって子どもたちがたくさんのことを考えてたくさんの意見を出すことができたのだと思います。吉田さんの「～泣き」というやつが，とてもわかりやすくて参観していてもドキドキしたので，あのあたりの子どもたちの想いやかっとうなどをもっと聞いてみたかったなぁと思います。あと，たくさんの意見が出ていたので最後のまとめもぜひぜひ聞いてみたかったです。今日はとても勉強になりました。お疲れさまでした。ありがとうございました。

・とても落ち着いた雰囲気の中，あたたかい気持ちにあふれた授業でした。これは，普段の学級経営がしっかりしているのだろ言うと感じました。また，先生がとても丁寧に発問したり，生徒の意見を聞き，広げている姿が素晴らしいと感じました。とてもいい授業だったのですが，１点気になったことがありました。資料の登場人物の気持ちを考えている場面で，「生徒自身ならどう思う？」という発問がいくつかありました。せっかく資料に入り込めているのに自分自身のことを考えると，普段の人間関係が発問に影響することがあるので，資料の中で人の気持ちを考えることを通して，自分のことが，考えられればいいと思います。また，とてもいい授業だったので，生徒のまとめの感想が聞きたかったです。素晴らしい授業ありがとうございました。

・全ての生徒が授業に参加し，指導者の進める授業にきちんと向き合っているだけでなく，たとえ限られた生徒とは言え，くり返し くり返し 発言をし，授業のねらいに迫っていく姿が印象的であった。挙手をする生徒は限られていたが，全ての生徒が授業に参加し，思考していることは指名された誰もが自分の考えを述べる姿がはっきりと示していた。今日，１日，公開授業 １時間の授業，取り組みでないことが生徒の学習の姿勢，担任との関係からよくわかった。ここまで継続的に指導を重ねられてこられたことに敬意を表したい。

・板書も工夫が見られ，おもしろいなと思った。パワーポイントで発問を残す方法は聞けないクラスには有効だと思うが，しっかり聞けるクラスで続けると先生の発する問い（発問）を聞かなくなってしまいかねないと思うので，クラスの実態に合わせて使えるといいなと思う。
◇研究報告について

・行けなかったクラスの授業の子どもたちの様子や先生の思いが聞けて良かったです。

・各授業者の内容・生徒の様子が良くわかりました。授業のご準備，当日のご授業お疲れさまでした。ありがとうございました。

・「自己有用感」を高めるために，道徳教育を要として学級活動や生徒会活動などの中で様々な取り組みをされているのだと分かりました。道徳は「漢方薬」というお話もあったように，今，小学校でしている道徳教育が，中学校またはそれ以降の将来に繋がるということを意識して行っていこうと思いました。また，教科書に限らず，日常での様々な事柄（ニュース，歌，人の生き方，本など）が題材になりうるということを考えさせられました。

・各先生方のクラスの実態を考慮し，計画された授業なんだと感じました。

・自己有用感は，全ての教科の中で全ての教育活動の中で育まなければならないものでありますが，道徳を柱として研究に取り組まれていることが素晴らしく思います。

・小中の連携を意識した取り組みが活発に行われていることを実感しました。同時に道徳教育がすぐに実践に繋がることを期待されている気もしましたが，それは難しいことですし，長期的な視野を持って進めていくことが必要ではないかと思います。

・今年度のテーマは「自己有用感」ということで，「クラスの中での自分がどれだけ大切か」ということに重点をおいておられる様子が各授業から伺うことができました。社会人になった時にも大切な「自己有用感」ですが，中学生の段階からその感覚をもたせておくことはとても良いと思いました。とても参考になりました。

・道徳に対する学校組織・体制がすごくできあがっていて，自分の学校にとても参考になりました。小中連携の大切さを改めて知りました。次回の小中連絡会で案件にしたいと思います。

・私の同年代の方が堂々と研究報告されているのに刺激をいただきました。

・中学生という発達段階の上で，どのような道徳を行っていくのが私自身も課題に思っています。小中一貫ありきではない一貫した道徳について考え直す機会になりました。

・「なるほどな」と思うような道徳教育とは何だろうと考えておりました。生徒との日々の交流や観察を通して，理解しようとすることが，それを考える鍵なのかと思いました。これからは道徳の教科化に向けて新しい課題も出てくると学びました。

・指導助言の中で，”中学校と小学校との違い”にも言及されていましたが，その中に”中学生は自分の考えを言いにくい年ごろである”という内容がありましたが，講演の中でも述べられていたように道徳の授業において話し合いや語り合いは不可欠だと思います。年ごろだからと言ってあきらめてはいけないと思うので，そういう年ごろであっても話し合い，語り合えるような取組を学校全体で進めていく必要があるように感じました。

・「小中一貫は良いことだけではない。褒める時も，低いレベルの時は良くない」という言葉が印象的でした。納得できました。道徳は教科化が凄く話題となっております。しかし，道徳を専門にしている人はいません。道徳は常に研究を行い，よりよいものを目指すべきだと感じました。１００％有効な方法などはないと考えています。

・子どもの「自己有用感」というものは授業だけでなく日々の生活の中で高められていくものだと思っています。そのため，道徳授業を通してそれらを強く子どもに意識させて，実生活に還元できるように取り組む大切さと必要性を感じました。

・小学校での取組が子どもの力となり，中学校で生きて伸びるよう，道徳を大切にしていきたいと思います。

・プレゼンがあった方が分かりやすかったと思います。「自己有用感」を高めるために，道徳の時間にどのように取り組んでおられるのか具体的に知りたかったです。小学校・中学校では指導体制も違いますし，子どもの成長段階も違います。だからこそ道徳の時間の指導のあり方をもっと具体的に，小中連携で考えていく必要があると思いました。小６→中１がすごくギャップがあると感じました。

・小中連携はいろんな所で必要だなと思いました。

・時間が少なく，口頭だけの話だったので物足りなかった。若い先生のフレッシュな意気込みをもう少し聞きたかった。

・様々な先生の研究報告での内容はとてもシンプルかつ分かりやすいことでした。また，先生も生徒共に道徳を学んでいく考えはとてもすばらしいことだと思っています。互いに学ぶことで以前の自分よりも良くなった自分になれる。また，行動する意識１つ１つが支えあっていくことができるとおっしゃっていた所が重要だと思いました。また，小・中学校の道徳の内容の違いの重要性も意味がとても深かったです。

・小学校との連携を深めることが中学校での授業の改善につながるというお話に共感します。教師側の意識を変えることが子どもたちにプラスとなっていくように，これからも道徳教育についての勉強をがんばっていきたいと思いました。４名の授業者からのお話があったのも，思いが聞かせていただけて良かったです。

・首席指導主事の先生とともに，14年前の近畿大会の発表に向け，汗をかいたあの時から早や14年，それを言葉としても改めて聞き，今現在，「なるであろう」教科化への準備も含め七条中の今日の報告は参考になりました。自己有用感も含め，規範意識の醸成や自律心，責任感を育んでいくために道徳，徳育は中心の柱であり，その模索を学校全体で実態に捉してともに実践を一歩一歩重ねていっているというのが本当に実感できました。ありがとうございました。

・授業は子どもと一緒に作っていくものであるという点に，すごく共感しました。授業の始めの様子から，普段から明るい生き生きとした生徒でいられるような学級であることを感じました。教材を子どもの気持ちの変化に特化して行うよう変えたというお話がありましたが，そのおかげで生徒の理解も深まったように思いました。お疲れさまでした。貴重なお時間に関わらせていただき，ありがとうございました。

・「９年間」を意識した教職員の道徳研修が行われ，「子どもたちのための道徳」になるように取り組みが行われていることがわかりました。指導案との変更点が，生徒の思考の流れをよりはっきりさせるための工夫だとわかりました。資料を分割して提示し後半は冊子で進めたところがわかりやすく，内容も伝わりやすかったです。

・小中９年間を見通した上で，道徳教育を進められておられることはとても素晴らしいことだと思いました。教員が一つの目標に向かって共通理解の上で取り組みが進められ，その成果が着実に現れているとお聞きしました。更に研究を深められて，その成果が全市に広まっていくことを願っています。

・小中一貫の取り組みが小学校から学び思春期の時期にあわせて創り上げていく姿勢に心からうたれました。

・教科化を目前に控え，道徳教育が注目を浴びる中で，道徳の研究発表をされる中学校は多くありませんが，このように全校をあげて研究をされ，授業を公開していただくことができ，とても勉強になりました。また，道徳教育という視点からの小中連携の重要性を感じました。また，映像資料，読み物資料など，様々な資料を時間的側面など，様々な点に配慮して有効的に活用していくことの重要性を感じました。

・小中連携によって道徳教育についての共通認識が深まり，子どもたちにとってとても良い道徳の時間となっていると思いました。今後教科や道徳の授業を行う際にヒントとさせて頂きたいと思う内容でした。「ＨＥＲＯ」のようなドラマを用いる時，見ていた・見ていないによって少し差がでてくるのではないかと思った。また，それまでの話の中で登場人物のキャラクター設定があるため，一場面では伝わりにくいところも出てくる。話題になっているものを教材とする時には様々な留意点があるのだと気付かされた。

・どのクラスの報告を聞いても，なごやかなクラスなのだということが一瞬でわかりました。また，2年2組の先生がおっしゃっていたように，主人公の気持ちの変化を読み取ることができるように様々な工夫をなさっていたと思いました。

・担任が思いを述べるのはよかった。

・登場人物確認から発問１への展開が早かった。→チェトリとの出会いをもう少し詳しく説明し，登場人物の人間性，感情を把握した方が生徒に伝わりやすかったのではないか。板書が見え辛かった。→白だけではなく他の色を使った方が生徒にも伝わりやすかったのではないか。

・写真のことについて書かせてもらいましたが，板書が少しさみしい気がしたので，デジタル教材（テレビだけでなく）テレビで提示したあと，印刷した写真を黒板に貼ると，子どもたちがよりいっそう考えやすくなるのではないかと思いました。

・七条中から学ばせてもらうことは多いです。小中連携は大切です。

・研究主任の報告された内容をまとめて緑色の冊子に入れていただければよかったと思います。

・小中連絡の密。

・小中連携，また，学校全体で，自己有用感を高める活動をされていると知りました。エントランスや廊下などに生徒の言葉や作品があり，すばらしいなと思いました。

・小中連携の大切さについて実感しました。先生方がチームとして動いているのがすごいと思います。

・小中一貫を道徳教育で共通して話題にあげていくことは大切だと感じた。小学校でも研鑽を積んでいきたいと思う。プレゼンがあると（写真を公開しながら）わかりやすくすてきな取組が伝わると思う。

◇記念講演について

・「でんでんむしのかなしみ」という絵本を初めて知りました。「かなしみは，みんなもっている」という言葉に，ぐっとくるものがありました。問題の答えに気付いた後は，受けとめ，これからの生き方について決意をしているかたつむりのすごさに感動しました。ぜひ，その絵本をさがしてみたいです。

・「でんでん虫のかなしみ」の話は面白かったです。初めて知りました。又，絵本から道徳のテーマを読み取る視点というのも新鮮でした。視点を変えれば，身のまわりに教材があふれているということでもあるなぁ，いくらでもそれを使って生徒に考えさせるタネがあるなぁと思いました。いのちより大切なものって何かなぁと思いました。愛なのかなぁ？思い出？夢？希望？

・道徳教育，授業の中で大切なことについて，大変勉強になりました。「道徳」とは，自分を見つめ，他者とよりよく生きるために，どういう風に生きていくのか実感する時間なのだと改めて考えられました。「心」というものは，「自分と他者との間にある」ということを考えながら，子どもと子どもがお互いに語り合いながら思いを深め合える授業作りをしていきたいと思います。

・道徳の教科化，道徳の大切さについて，改めて実感しました。毎週，道徳の取組をしていますが，やっていることに満足してしまっていた部分があるので，子ども達の将来を見通して，道徳性が高まるような授業をしようと，改めて意識することができました。「心のありか」とても興味深い話でした。

・これまで私がもっていた視点とは異なった講演であり，これからの道徳を考えていくきっかけとなりました。貴重な場を設けていただき，ありがとうございました。

・道徳の授業の中での話し合いについて勉強になりました。「語」は「吾を言う」それを自分の経験をふまえて語り合う教員と子ども達の間での考え深まりを今後，意識していきたいです。心は自分と他者の間にある，まさにそのとおりだと思います。

・「心のありか」について今まで考えたこともありませんでした。「他者との間に心」という考えがあるということ，とてもおもしろいと思いました。また，道徳教育充実の鍵は「話し合い」ではなく，教師と子どもの「語り合い」が必要ということも大変参考になりました。児童・生徒が一人の人間としてより良い育ちが出来るようにしたいと感じました。

・「心のありか」はどこ？←この部分を想定して道徳を行かなくてはいけない。

・道徳授業とは人の心を育てる授業であることか，どんな投げかけ，どんな授業が生徒の心を育てるのかを深く考えさせられました。　私は今，洛友中学校へ勤務しております。夜間部には30代～80代の方が在籍されています。私の人生の何倍も生きてこられた生徒さんにどのような道徳の授業を行うべきか，日々悩んでいます。何かアドバイスがありましたら宜しくお願いします。

・今まで考えていた道徳とは少し視点がちがっていて，私自身が考えていたものは本当に浅いものだったと思いました。「心を育てる」と一言に言っても，そんな簡単なものではなく，まずは子どもたちの心をしっかり心で分かろうと思います。

・道徳は自分の人生を振り返る時間であり，これからをどう生きるかを一人ひとりが考えられる時間になれば有意義なのにな，と思うことがよくありました。それがイマイチ伝わっていないという印象が未だ残っています。本日のお話はその意味で大変有意義でございました。

・たくさんの示唆に富んだ講演でした。授業に関するような具体的な話が聞きたかったです。

・今回のお話で，一番印象に残ったのは，「心はどこにあるのか」というものです。「心」は人と人の間にあるものだというのはなるほどと思いました。授業等の構想を立てる時に，「心」がどこにあるかに焦点をあてるべきであることをもう一度考えたいと思います。

・普段の日常の中で自分の道徳的問題に気づくことは非常に難しいように思います。その気づきというのは道徳の授業の中で明確にされていくものであり，そのための手立てが今後も必要だと思いました。

・気づきが成長につながると考えます。道徳が子ども達の気づきをうながし，成長につなげていける時間にしたいと改めて思いました。

・道徳の時間で大切な「話し合い活動」についてお話が聞けてすごく勉強になりました。また，道徳の時間のとらえ方についてもよくわかりました。もっと聞きたかったです。

・大切なお話をされていたと思います。レジュメを読み通して，内容を振り返ってみたい。

・心のありか，どこか？なんて考えたことがなかったです。間柄の中にある心を想定するという考えはなかったです。その心を温かいものにすることが大切なのですね。

・今回田沼茂紀先生の講演を聞いて，道徳の重要性またそこからどのようにしていくかを自分の力や他人の意見を聞き入れることがとても良いことだと思いました。また，心の中のあり方の大切さを語ってくださいました。会話で心を育てるという考え方は初めて聞いたのでとても良い勉強になりました。ありがとうございました。

・ポイントを明確にした，わかりやすいお話でした。「でんでんむしのかなしみ」や星野さんの詩の紹介など具体的で，たいへん心に残りました。しりょうをじっくり読ませていただき，「特別の教科　道徳」について自校でももっと研修していけばと思います。

・「教科化」と聞くだけでは，大きく不安を感じる事はありませんでしたが，「テキスト」「教科書？」「読み物資料」が掲示されると伺うと，一抹の不安を覚えました。学校段階，生徒の実態がある中で・・・という不安です。しかし，その反面，カタツムリの話も含め，なぜ道徳が重要なのかは心地よく納得できたような気がします。「心の場所」今度生徒に対して使ってみます。

・学習課題を設定することと，その時間の振り返りをすることが必要だと知った。めあてを示せば，子どもはそれを中心に思考するため，流れをはっきりさせるためにも必要だと思った。その時間のまとめを子どもにさせるとのことだったが，ノートにまとめさせるのがいいかなと思った。

・大学に戻らなければ成りませんでしたので聞けていませんでした。申し訳ありません。

・語り合うことは，自分で考えたいと感じたことを表現することです。自己表現できる力を育てていくことが，道徳の授業でもとめられるのだと思いました。「でんでんむしのなげき」の中に道徳の学びを見つける話で，それぞれの子が自分の中にある悲しみを具体的にイメージし，語り合う共感し合うことで，道徳性が育っていくのではないかと考えました。「よりよく生きる」ことをめざすなら，内容項目を順にすべてを指導することを改めるべきだと考えました。ありがとうございました。

・教材をＢｌａｃｋ　Ｂｏｘととらえてしまっている人が多いというお話から，自分もそのように考えてしまっている面があるということに気づかされました。しかし，「教師が求めている答えをいう時間が道徳だと思っていた」という知人の意見を思い出し，わかっていると思っていることをもう一度考えさせ，それらを実感をもった理解・経験にするのが道徳であるということに納得しました。

・道徳教育が教科化することに関して，詳しいことをほとんど知らず，道徳の授業を行うにあたって不安があるので，これから今日のお話にあったことから広げて勉強していこうと思った。絵本にも道徳的価値が隠れていることを知った。子どもに伝えたいと思うならば，教師がまず様々なものに触れ感じることが大切であるということを学べた。

・普段，道徳についてあまり深く考えることがないので，あ～なるほどといったことが沢山ありました。来年度から，教科化されるということで，自分も避けては通れない道なのだと向き合おうと思います。

・３つの視点勉強になった。

・充実した道徳の授業を展開していくために，ただの話し合いをするのではなく，語り合いの話し合いをしていく必要があるということを学ばせてもらいました。

・ノートをつくりたいと思いました。心の場所について学びました。

・道徳で考える心－「自分と他者との間を考える」と授業がしやすい。非常に大切なことをお話ししていただき，ありがとうございました。

・「特別の教科　道徳」－生き方，あり方

貴重な今後の方向性を示していただき，又，明確に理解が出来るようになりました。

・ポイントをしぼって話をしていただいたのはよかった。もう一度，家でゆっくり考えようという話で，たいへん勉強になりました。新しい視点が持てたのは良かったです。ありがとうございました。

・道徳の教科化への意識をきちんともって，いろいろと考えていかないと行けないと感じました。

・いいお話が聞けてよかったです。１ヶ月後，道徳の研究授業をします。私は，道徳教育が得意でも上手にできるわけでもありません。今日のお話を聞いて，心のありか ここをどうしていくか，考えて授業を組み立てていきたいです。

・道徳の教科化に向けて，できることからやっていきたいと改めて思いました。

・道徳授業の作り方について，ポイントを整理できました。現場ではよりよい授業ができるよう様々なことを考えさせられました。

・心のありかについての話がとても興味深かったです。また，道徳の時間のめあてについては自分も考えることがあるので，改めて考える機会となった。

・道徳の教科化は何とかなるというような心構えでは進んではいけない と思った。身近なところからどんなふうなことに気づいていくか，その気づきを高めるために自分は何をしていくのか一つの指針となった。問いをもたせながら進める形だったので非常にわかりやすいと思った。講演者と我々の間に心があったと思う。

